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1. 課題の概要 

課題 D サブテーマ 1 では“噴火時の迅速性”の実現のため、無人機を利用して火山災害

をリアルタイムで把握する技術を開発する。この技術によって噴火時においてアクセス困

難な場所へ無人機を投入することにより、現場の情報をリアルタイムで取得し、火山災害

対応や対策等に資するデータを提供することが可能になる。 

課題 D サブテーマ 2 では、観測から予測、対策への一連の流れを具体化するケーススタ

ディとして、桜島の噴火による火山灰ハザードをリアルタイムで評価する手法を開発する。

最終的には噴火発生前の確率的火山灰予測システムを完成させ、24 時間以内に地点毎の降

灰確率を提示することが可能になる。 

課題 D サブテーマ 3 では、課題 A（各種観測データの一元化）で開発される一元化共有

システムのデータベースに保存される観測データや課題 B（先端的な火山観測技術の開発）、

課題 C（火山噴火の予測技術の開発）、及び課題 D サブテーマ 1・2 で得られる解析結果等

の研究成果を活用し、火山災害に関わる自治体の防災担当者らが、災害発生時に適切な初

動対応及び防災活動を行うことを支援するための「火山災害対策のための情報ツール」を

開発する。この情報ツールにより、自治体等が災害予防及び被害拡大防止に必要な行動を

とるための科学的根拠に基づく情報を得ることが可能になる。 
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